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口腔リンパ組織の分化．ウサギロ蓋扁桃の

浸潤部位表層の細胞構築について

　　斉　　藤　　　　　博

岩手医科大学歯学部ロ腔解剖学第2講座来

〔受付：1976年1月16日〕

　抄録：生後25日のウサギロ蓋扁桃上皮を走査型電子顕微鏡で観察した。同一材料をその後光学顕微鏡なら

びに透過型電子顕微鏡で観察し，上皮表面にみられる細胞の同定を試みた。その結果浸潤部位の表層上皮細

胞は走査型電子顕微鏡で半球状細胞と扁平細胞の二種に分けられた。半球状細胞は微絨毛または微小堤で覆

われる。走査型電子顕微鏡に用いた同一材料の同一部位について光学顕微鏡ならびに透過型電子顕微鏡で観

察を行った。その結果半球状細胞直下に浸潤細胞を含む場合と上皮細胞自体が突出する場合とが認められ

た。扁平細胞直下にはリンパ球が多くみられた。しかしそのいずれの場合にも他の浸潤細胞がみられ，現在

のところ表面構造による上皮細胞の種類とその直下にある浸潤細胞の特定の種類とを結びつける明瞭な結果

は得られていない。

緒 言

　消化管付随リンパ組織の一っである口蓋扁桃

の上皮には，多数の浸潤細胞がみられるが，発

生過程におけるこれら浸潤細胞と上皮細胞との

相互関係にっいては明確な解釈がなされていな

い。われわれはウサギ扁桃上皮細胞ならびに浸

潤細胞について，その発生過程の微細構造を報

告した1・2）。また細胞表面の微細構造の観察手

段として開発された走査型電子顕微鏡を用い

て，ウサギロ蓋扁桃上皮細胞の発生過程につい

てもすでに報告した2）。

　ウサギロ蓋扁桃での浸潤細胞は生後10日ない

し2週間で扁桃上皮表層に達する。われわれは

走査型電子顕微鏡によって外部から細胞浸潤部

位を観察し得ることを見出し，細胞浸潤部位の

著しい扁桃陰窩上皮について発生を追って観察

してきた2・3）。最近になって成体ウサギの口蓋

扁桃の細胞浸潤部位の走査型電子顕微鏡像が報

告された4）。今回は十分広範囲に細胞浸潤部位

が観察できる生後25日扁桃上皮で詳細に走査型

電子顕微鏡観察を行い，さらに浸潤細胞と上皮

細胞の関連を明らかにするために同一材料を光

学顕微鏡ならびに透過型電子顕微鏡を用いて観

察を行った。

材料と方法

　材料には生後25日のカイウサギ（家兎）を用

いた。口蓋扁桃を2．5％グルタールで1時間固

定後，緩衝液で洗い2％オスミウムで1時間再

固定した。通例のごとくエタノール系列で脱水

後，酢酸イソアミルを通して臨界点乾燥を行っ

た。のちイオンスパッタリング装置で金蒸着

し，走査型電子顕微鏡観察を行った。その後同

一材料をエポン包埋し，光学顕微鏡厚切切片な

らびに透過型電子顕微鏡薄切切片を作成し観察

を行った。
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所 見

　非浸潤部位の上皮表面は微小堤を密にもった

扁平細胞のみで覆われている。浸潤部位の上皮

表面には大小さまざまな細胞がみられる（図

5）。これらの細胞は半球状細胞と扁平細胞の

2種に大別できる。

　半球状細胞には微絨毛をもつものと，微小堤

をもつものがある（図1）。長い微絨毛をもつ

半球状細胞は直径7μ〃z前後で，あまり突出し

ないものが多い。別に微絨毛とともに0．5μ勿

径の分泌物と思われる像を示す細胞も少数みら

れる。一方著しく突出する半球状細胞には短い

微絨毛をもつものや別報3）での皿型に属する微

小堤をもつものが存在する（図1）。細胞の直

径は7～10μ〃zである。これらの中には少数の

微絨毛をもつものや，ほとんど微小堤のないも

のもみられる。また半球状細胞の一部に微小堤

をもつ直径15μ勿前後の不定形細胞もみられ

る。この不定形細胞は特に浸潤部位の周辺に多

く観察される。

　扁平細胞は非浸潤部位の扁平細胞に比較して

やや隆起してみられるが，表面構造は同じ皿型

の微小堤で覆われるものが多い（図1，2）。

細胞の直径は20μ勿前後である。

　走査型電子顕微鏡観察後，同一の組織をエポ

ン厚切連続切片として同一部位を観察すると扁

桃上皮最表層に達しているリンパ球は，扁平細

胞下に多く認められる（図6，7）。また突出

している半球状細胞はその直下に浸潤細胞を含

むため突出している場合と，単に上皮細胞とし

て突出している場合とがある（図4，6，7）。

扁平細胞直下にみられる浸潤細胞にはリンパ球

が多いが穎粒球，細網細胞もある。また半球状

細胞直下の浸潤細胞は穎粒球，大食細胞がみら

れるが，リンパ球もみられる場合がある。

考 察

　走査型電子顕微鏡による重層扁平上皮の表面

については多数報告されているが，口腔内に関

しては少ない。とくに扁桃上皮に関しては幼児
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の咽頭扁桃5）とウサギロ蓋扁桃2～4）のみであ

る。また一方消化管付随の上皮性リンパ組織と

して知られる胸腺，ファブリキウス嚢，虫垂，

バイエル板，扁桃で，上皮への細胞浸潤が認め

られる1）。胸腺を除く他のリンパ組織が円柱上

皮であるのに対し，扁桃は重層扁平上皮で覆わ

れる。この重層扁平上皮への細胞浸潤が走査型

電子顕微鏡により上皮表面から観察されること

はすでに報告した2・3）。今回の報告の中で明ら

かとなったのはその細胞浸潤部位で半球状細胞

および扁平細胞の二種が観察されたことであ

る。ただしOl白hらは同様の細胞のうち微絨毛

の豊富な半球状細胞についてのみ述べ，その他

の細胞についての記述がない。扁桃上皮への浸

潤細胞にはリンパ球，細網細胞，大食細胞およ

び形質細胞が知られている1）。これらの細胞が

上皮表面に接近すると透過型電子顕微鏡像では

上皮細胞に覆われて上皮表面に突出するD。浸

潤細胞を覆うこれらの半球状細胞はその表面に

微絨毛（microvilli）または微小堤3）（microri－

dge）をもつ。　Olahら4）によると，これらの突

出した半球状細胞はすべて微絨毛をもつとして

おり微小堤をもつ細胞については述べていな

い。これは生後25日と成体という年令の差によ

るものとも思われる。一方浸潤細胞の一つであ

るリンパ球は上皮表層にまで達しているが，走

査型電子顕微鏡像および同一組織のエポン厚切

切片像の対照検索を行うと，このリンパ球は細

胞浸潤部位の扁平細胞の直下にあることが多

い。これはリンパ球が他の浸潤細胞のように表

面に突出しないことを示し，リンパ球が外部へ

放出されないとする考え方Dを支持する。この

ことは他の上皮性リンパ組織と共通しており，

上皮細胞とリンパ球の接触が免疫系の分化に重

要な役割を果すとする考えDと矛盾しない。細

胞浸潤部位の扁平細胞はその下にリンパ球の浸

潤を受けており，表面には微小堤をもっ。一方

非細胞浸潤部位の扁平細胞も微小堤で覆われて

いる。しかし細胞浸潤部位の扁平細胞は全体と

して表層から隆起している点で，非浸潤部位の

それと異なっている。この隆起は浸潤細胞によ
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るものと考えられる。リンパ球が扁桃の最表層

にまで達していることは，外部，おそらく外来

抗原との間接的な接触が目的と思われ，この扁

平細胞が何らかの役割を果しているものと思わ

れる。

　本報告の細胞浸潤部位の半球状細胞は微絨毛

あるいは微小堤で覆われているが，Ol6hら4）は

この微絨毛をもつfungiform　cellが微飲小胞

をもつ吸収細胞で，外界とリンパ球との連絡を

するものとしている。微絨毛は浸潤部位の細胞

にのみ認められることから，今後なお検討を必

要とするが，リンパ球が扁平細胞下にあること

からすると微小堤をもつ扁平細胞の役割をまず

17

透過型電子顕微鏡などにより，より詳細に明ら

かにする必要があると思われる。また，半球状

細胞の直下に願粒球あるいは大食細胞の浸潤が

観察されたが，扁平細胞下のリンパ球浸潤と同

様に特定の上皮と特定の浸潤細胞との浸潤関係

は認められていない。しかしながら，これまで

の観察では，扁平細胞とリンパ球，半球状細胞

と願粒球または大食細胞の像が多く得られてい

る。今後さらに詳細な検討が必要と思われる。

　稿を終えるにあたり，懇切なる御指導ならびに御

校閲を賜りました高木知道助教授に深く感謝いたし

ます。

　Abstract：Scanning　electron　microscopic　investigations　show　that　in　the　surface　of　the　epithelium

of　tonsillar　crypt　of　25－day　old　rabbit，　infiltrated　and　non－infiltrated　areas　are　distinguished．

The　surface　epithelial　cells　of　the　infiltrated　area　are　divided　into　two　types，　i．　e．　hemispherical

and　flattened　cells．　The　surface　of　hemispherical　cells　is　covered　with　microridges　or　microvilli．

The　same　tissues　as　investigated　with　the　scanning　electron　microscope，　are　examined皿der　a

light　microscope　and　a　transmission　electron　microscope．　Beneath　the　hemispherical　cells，　infi－

ltrated　cells，　i．　e．　macrophages　and　granulocytes，　are　seen　frequently．　The　surface　of　flattened

cells　is　covered　with　microridges，　and　the　lymphocytes　infiltrate　beneath　the　flattened　cells．
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図1：走査型電子顕微鏡写真。半球状細胞（H・1～H・4）および扁平細胞（F）を示す。半球状細胞は

　　長い微絨毛をもつもの（H・1），短い微絨毛をもつもの（H・2），および微小堤をもつもの（H・3）

　　がみられる。分泌像を示す細胞もみられる。（H・4）。（×3400）

図21走査型電子顕微鏡写真。細胞浸潤部位の扁平細胞。田型の微小堤で覆われている。　（×6800）

図3：走査型電子顕微鏡写真。扁桃陰窩上皮の全体像を示す。細胞浸潤部位（1）と非浸潤部位（S）がみ

　　られる。（×70）

図4：透過型電子顕微鏡写真。金蒸着により細胞表面の電子密度が高い（矢印）。細線維をもつ上皮細胞が

　　突出している。（H・E）（×5600）
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図5：走査型電子顕微鏡写真。細胞浸潤部位。F：扁平細胞，　H：半球状細胞。横線は図6，7の厚切の位

　　置を示す。（x720）

図6，7：光学顕微鏡写真。エポン1．2μ仇厚切切片。トルイジンブルー染色。図5での横線6，7がそれ
　　ぞれ図6，図7の厚切の位置を示す。F：扁平細胞．　H：突出細胞．　L：リンパ球。（×680）


